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愛媛県

南予地域

３つの太陽の恵みと資源循環

・空の太陽＝直射日光
・石垣の太陽＝石垣の反射
・海の太陽＝海面からの照り返し

平成30年西日本豪雨災害からの
復興でも地域の絆が力を発揮

地域の強いつながり
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未来に継承したい美しい段々畑

石積みや長年の柑橘土地利用
が育んだ生物多様性

果樹同志会による技術の伝承

６次産業化・高付加価値の推進

たゆまぬ努力と探究心

生産者の熱心な懇請により、
1934年に設置された「みか

ん研究所」が保有する遺伝
資源は約200品種

様々な柑橘加工品 みかんフィッシュ

ウラギンスジ
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▌観光、地域振興

• 旅行業関係者の参加による遺産地域を巡る
ＦＡＭツアーの実施及び旅行商品の造成

• 南予復興イベント「えひめ南予きずな博」の開
催による、復興で芽生えた全国の人々との交
流促進と受入体制の構築

• グリーン・ツーリズム（農林漁家民宿や体験メ
ニュー等）の磨き上げやプロモーションによる
withコロナに対応したマイクロツーリズムの推
進

• 地域のお祭りやイベントを通じた伝統的な柑
橘農業への理解促進・消費拡大

▌文化、教育▌農林水産業

日本農業遺産認定後の活動と効果

都市・消費者との交流の促進

（１）産地の実情に応じた新規就農者の

確保・育成等

地域組織の維持・発展

• 南予地域で生まれた「共選」、「果樹同志会」
等による生産技術の指導、石積技術の伝承

次世代を担う児童・生徒への取組の推進

（２）地産地消の促進と柑橘の消費拡大

• PR動画の作成・配信や県内及び首都圏での
プロモーションやマルシェの開催など認知度
向上に向けた取組を実施

• 地元団体と連携した新たな料理メニューの開
発や販売により消費拡大を促進

• みかんジュースやマーマレードの価値向上の
ための品評会を開催

• 柑橘を使用したお菓子やクラフトビールなど
新たな６次産業化商品の開発

• 柑橘を使用した高付加価値な漁業・畜産業
の展開を推進

（３）システムへの理解促進

• GLOBALG.A.Pを取得した高校生による柑橘の
規格外品の有効利用や販売戦略の立案に向
けた研究・実証

• 柑橘栽培に関心をもつ地元高校生による生産
者への取材活動を地元大学と連携して実施

• 地元児童・生徒を対象とした農業遺産関連施
設の見学ツアーを実施

• 農業遺産や南予の柑橘農業システムを漫画形
式の副読本を作成し、小学校の授業で活用

• システムに関する講演やパネルディスカッション等を行うフォーラムを開催

（４）多様な主体の参加

• 都市住民や企業等に働きかけ、広くボラン
ティアを受け入れる仕組を構築

• えひめ・スリランカオレンジプロジェクトを通
じた研修生の受入や柑橘栽培技術等の国
外移転など農業の国際交流を推進

※愛媛県南予地域は、平成30年西日本豪雨により大きな被害を受けました。未だ地域全体としての復興は道半ばですが結びつきを強く持ち活動を進めています。

• システムの継承に向けた新規就農者の呼
び込みから研修、定着までの取組を実施

• みかんアルバイターの雇用など農繁期の
労働力確保のための取組を実施


